
計画高水流量、洪水調節流量について

• 河川の中流部に遊水地（洪水調節施設）を設置して下流部の洪水を低減させるとともに、
上流部の流出量の増大による治水上の影響を吸収できる。

• 広大な土地を必要とし、用地費が大きくなるほか、土地利用上適地が限定される。
• 洪水調節流量の設定に当たっては、流域内における貯留・遊水機能を評価し、新たな施設
整備の可能性を検討する必要がある。

洪水調節流量の検討
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• 河道改修には、拡幅・掘削等の河道断面の拡大の
他にも、土地利用等の制約によって、放水路、地
下河川等の方法があり、流域の状況・経済性等を
勘案する必要がある。
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計画高水流量（河道配分流量）、洪水調節流量の一般的な考え方

計画高水流量（河道配分流量）、洪水調節流量の検討、設定にあたっては、流域治水
の視点も踏まえ、流域全体を俯瞰した貯留・遊水機能の確保など幅広く検討を実施する
とともに、河道配分流量の増大の可能性の検討も図り、技術的な可能性、地域社会への
影響等を総合的に勘案し、計画高水流量を設定する。

② 河道配分流量の増大の
可能性についての検討

河道掘削や引堤等による河
道配分流量の増大の可能性
について、地域社会への影
響や河川の利用、環境への
影響なども踏まえて検討を
行う。

上記①②の検討結果を踏ま
え、技術的な可能性、地域
社会への影響等を総合的に
勘案し、計画高水流量案を
設定

① 貯留・遊水機能の確保
についての検討

流域全体で既存の遊水地等
の洪水調節施設の有効活用
や、新たな洪水調節施設の
整備に加え、現状の地形等
を活用した貯留・遊水機能
の確保について、地形や土
地利用の状況、技術的な可
能性等を踏まえ検討を行う。

計画高水流量（河道配分流量）、洪水調節流量の考え方
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地下調節池の例

地下放水路の例（谷沢川分水路）
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